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日系ブ ラジル 人保育の現状 と課題

1． 問題の 所在 と課題の 設定

　 1990年以降、ニ ュ
ー一カ マ

ーと呼ばれ る外国人労

働者が急激に増加する中で 、 彼 らの 子 どもたちを

巡 る様 々 な教育問題 が表れて きた 。 それ らには 、

既に多様な角度か らの 先行研究が蓄積され てい る。

しか し、学校教育段階の 研究の 豊富さに対 して 、

就学前の 子 どもた ちの保育を扱 っ た研究は十分と

は言えな い 。またそれ らの 研究の 多くは、外国籍

の 園児が入 園し て きて、そ の保育をどうするの か 、

とい う問題 を中心 に議論されて きた （箕浦 2004）。

特に多い の は外国人保育を巡る具体的な問題 の 対

処の仕方である （新倉 2001）。さらにそれ らは、

子 どもの 言語習得、行為獲得、他園時 との 対人

関係 とい っ た 、 外国人園児の 適応 の 指標 として

取 り上げられ てきた （高 2005＞。 また
一

方 で はそ

の よ うな外 国人園児の 適応 とい う問題 か ら
…

歩踏

み込んだ差異 （日浦 1999、柴山 2001、佐藤 2005）

や相亙理解 （爾 1999）赱 い う視点か らの研究も見

られ るa それ らの研究の対象を見ると、子 どもを

主体と したもの や、親を主体と した もの、保育士

を主体としたもの に分ける こ とができる。特に保

育士を主体 としたもの では、異文化接触 に よっ て

生 じ る さまざまな劇轢 をとりあげ 、 それ を乗 り

越える能 力、つ ま り異文化間 トレ ラ ン ス に着目

し 、 トレ ラ ン ス が高けれ ば負担感や疲労感を調

整 して 、 事態に対処 で きる こ とを示唆して い る

（高 2005）。

　しか しこ れ らの 研究は、保育士が現に直面 して

い る課題を克服するとい う実践の面で は有益で あ

るが、外国人保育自体が抱える社会的な課題 を明

らか にする とい う視点 が不足 し て い る とい う点で

共通して い る。それは、個々 の事例や参与観察で

得られたデータ に よっ て、ミク ロ な相互 作用を描

き出そ うとする もの が多い か らであろ う。

　そ の よ うな中でわれわれ は 2001 年に、日系ブ

ラジル 人 を始めとする外国人労働者の 定住化が

進んで い る地域と して知 られて い る群馬県大泉

町にお い て 、 特に外国人園児の 比率が高い保育所

（E 保育所）の 保育士 と保護者を対象とした調査

を行 っ た （小内編 2003）。 そこで は、外国籍園児

の 文化的差異を認識 しなが らも、それを日本式の
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保育に よっ て無意識 の うちに 「日本人化」 しよう

とする保育の あり方や、コ ミュ ニ ケ
ーシ ョ ン に課

題 を抱 えっ っ も互 い に好意的な 日本人保護者 と外

国人保護者の 関係な どが明らか にな っ た 。 ただ 、

こ の 調査 も大泉町 の 1 つ の 保育所を取 り上 げただ

けで あり、外国人保育の実態を捉 える上 で はデー

タに偏 りがある こ とは否めない 。

　そこ で本研究で は、日系ブラジル 人を巡 る保

育の 現状と課題を浮き彫 りに し、 外国人保育に共

通する社会的な課題を明らかにする こ とを目的と

したい 。そ の ためには、特定の 保育所の 内部をみ

るだけではなく、

一定の 地域全体を対象 とした調

査を行 い 、それ らを取 り巻 く環境も踏まえ、そ の

関係性 に着目 した分析を心が ける必 要があ る。

　調査 は 2005年 12月に行っ た。大泉町にある全

て の 認可保育所 （6 園）を対象 と して 、保育士、

日本人保護者、日系ブラジル 人保護者、日系ペ ル

ー人保護者に調査票を配布 し、後 日それぞれ の 保

育所で 回収 して い た だ い た
。 回収数は保育士 が 90

票 （有効回収率 84．9％）、日本人保護者票が 391票

（同 62．　7％〉、 日系ブラジル 人保護者票 が 34票 （同

69．4％）、 日系ペ ル
ー
入保護者票が 13票 （同50．眺）

であ っ た。

表　調査概要

癰
日本人保護 ブラジル 人 ペ ル

ー
入

保育± 醂

者 保護者 保護者
詒

A18 　　90，（聡 91　 68．螂 4　　 δ6．ア覧 o　 　 　 o．（騰 6．4覧

B20 　 90．脳 111　 74．〔瑞 5　　 125．（斑 1　　 50．眺 3，鴎

c14 　 77．脳 48　 55．8％ 8　　 53．3艶 3　 　 60，嘱 19．鷁

D13 　 86．7％ 44　 57，1％ 7　　 58，脳 1　　 20．0酵621 ．4％

E14 　 93．3點 50　 77，％ 9　　81．畷 6　　54．5覧 23．α略

F1 王　 68，跳 37　 36．躡 1　 100．〔脱 2　 200．〔廃 2．眺

計 90　 84、臨 391　 62，7跖 34　 　 aよ4％ 13　 　 諏 0覧 11．7％

廴．左は回 収数、右は回 収率。「外 国籍園児の 割合」は、ブラジル 籍、

　 ペ ル
ー

籍以 外の 園 児 も含んだ数 字。

2．B園の ブラ ジル 人、F園の ペ ル
ー

入保護者の 回収率が ］OO％を超 え

　 て い るの は、調査 対象 人数確定後に入 園が あ っ たため 。
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2．大 泉町 と調査対象園の 概要

　大泉町には認可保育所が公 立 3 園 （A、 B、
　C）、

私立 3 園 （D、E、　F）あ り、 そ の 全てで外国籍の

園児を受 け入 れて い る 。 調査 を行っ た 2005 年

12月の 時点で は 、 全園児 707名の うちの 1L7 ％

にあた る 83名が外国籍で あっ た。町の 人 口 に 占

め る外国人登録者の割合は 15．0％ （2004年）で

あるた め、全体の 外国人比率 と比較す るとまだ

少ない とい える。外国籍の 園児の 中で は、ブ ラ

ジル 国籍が最も多 くお よそ 6割を占め （49名）、

ペ ル ー国籍がお よそ 3割で続い て い る （26名）。

　外国籍の 園児は 6 園に均等に い るわけで はな

い 。C、　 D、　 E の 3園は 2割前後が外国籍園児で

あるの に対 し、A、　 B、　 F の 3 園で は 1割に満た

ない
。 特に F保育所で は、外国籍の 園児はわず

か に 4名だけで あ る 。

3．保護者の 意識

　は じめ に 、日本人、外国人両保護者の 意識を、

相互 の 関係性を中心に見て い こ う。

（1）　 日本人保護者 の 意識

　保育所が外国人園児を広 く受け入れ て い る こ と

に つ い て 、 日本人保護者は概ね好意的な見方を し

て い た 。 外国人園児の 受 け入れに 「賛成」 の傾向

を示 した保護者は、父母 ともに 9割近い 。これは、

自分の子 どもたちが外国人 園児 と交流する こ とで

国際的な視野が広がる と考えてい るか らである。

その ため実際にわが子 と外国人園児 との交流に、

積極的な期待 を持つ 保護者 も多い の であ る。

　こ の よ うな子 どもに対する好意的な態度は、外

国人保護者に対 しても影響して い る。外国人保護

者 との 現状にお ける交流は、保育所の 送 り迎え時

に挨拶をする程度が最も多く、決 して積極的で あ

る とは い えない 。しか し、今後の付き合 い 方を聞

い て みると、挨拶する程度以 上 の付き合い を希望

するもの も多 く、付き合い たくない 、付き合わな

くて もよい と考えて い る 日本人保護者は、ごく僅

かである 。 決 して積極的とはい えな い が 、 そ の レ

ベ ル は
一般町民 と比較すると高い とい え る。

させた い 、日本文化に触れ させ たい など）を挙げ

る保護者が多い。その ため、日本人保護者 との 交

流も、現状はせ い ぜ い 挨拶を交わす程度で あるが、

今後は家の行き来ができ るほ ど仲良くしたい とい

う答が半数を超えてお り、日本人保護者以上に積

極的に交流を望ん で い る結果で あ っ た。

  　 保護者の 保育所 へ の評価

　とこ ろ で、日本人保護者たちの外国人園児を受

け入れ る こ とに好意的な態度は、外国人園児との

交流を望む意識の みが支え て い るの ではない
。 保

護者た ちの 関心 を、保護者が保育士 に相談した

い 内容か ら見てみ る と、「子 どもの 育て方」、「発

達にっ い て」 と
一

般的な内容が多い
。 外国人園

児が多い こ とを気にか け相談した い と考え て い

る者は ご くわずか である 。 また、保育所全体の

満足度を見る と、父母 ともに 9 割以上 と高い割

合を示 して い る。 さらに今後の 要望を見て も、

保育料を安くして欲 しい とい う点が 目を引くく

らい で あ り、行事や保育内容に関す る こ とは 、

今の まま で 問題が ない と捉 えて い る者が多く、

多くの保護者は現状の 保育に満足 して い る と考

え られ る。

　同様に、外国人保護者もまた保 育所全体に対 し

て満足 して い る者が多 く、不満を持 っ てい ると思

われ る者は少 なか っ た。その 理由として は、保育

内容につ い て の 高い 満足が考え られ る。 日本の

保育所に入 所 させ た理 由 として 「日本語を覚え

させ た い か ら」 「行事が楽 しい か ら」 「子 どもの

うちか ら日本文化 にふれ させたい か ら」「園の保

育内容が気に入 っ たか ら」 を挙げる者が多 く、

それ らへ の評価が満足に繋が っ て い る の で はな

い だろうか。

　以上 の よ うに 、 日本人 、外 国人両保護者たちは、

子 どもたち同 士 の 交流を積極的に歓迎 し、また、

お互 い にも交流が活発化する こ とを望ん で い た。

また保育所に対 して もその 内容に概ね満足し てい

るとい う結果で あ っ た。

（2）　外国人保護者の 意識

　
一方、外国人保護者もまた、日本人保護者 との

交流に期待 を抱い て い る。大泉町 に は認可保育所

以外にも、日系ブ ラジル 人学校の幼児クラス やブ

ラジル 人託児所などが存在する。 こ の ような条件

下 で 、ブ ラジル 人保護者たちは選択的に 日本の 保

育所 を選ん で い る。そ の 理由として 、 日本社会に

溶け込むための 窓 口 として の 機能 （日本語 を覚え

4，保育士 の 意識

　先に見たような保護者の 評価は 、 保育士 たちの

日々 の 保育の 積み重ねに対する評価とも受け取れ

る。そ こ で次に保育士 たちは どの よ うな思 い で保

育をして い るの か を見 て い こ う。

　保育所 の 生活で は、子どもた ちの 母国の文化が

出やすい 場面があ ると感 じて い る保育士が 8 割を

超 えて い る．また、外国人園児を対象と し た保育
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に多少な りとも困難を感 じて い る保育士 は 9 割近

い 。そ の ため、外国語や外国文化 を学ぶ必要性を

感 じて い る者が 7 割 を超 える 。 そ して 実際に も 4

割近 い 保育士 が、保育の 場 で園児の 国の言葉を使

うとい う工 夫を して お り、配慮が伺える。

　そ の よ うな保育を行 う中で、保育士 たちは外国

人児童 の受け入れ をどの ように考えて い るの だ ろ

うか。外国人 園児を受け入 れ る こ とに っ い て 「と

て もよい 」 「どちらか とい えばよい 」 とい う者は 6

割強に上 り、半数以上が外国人園児の受け入れに

肯定的な考えを持 っ て い る。

　 こ の よ うに、全体 としてみ ると保育士 たちは外

国人 園児たちに対する保育に困難を感 じつ つ も、

彼 らを受 け入れ て い るよ うであ る。 しか し、こ の

よ うな傾向も 、 保育所ごとに 、 よ り詳細 な検討を

加える と、また違 っ た側 面が 見えて くる。

5．外国人比率に よる違い

　は じめに見たよ うに、大泉町には 6 つ の認可保

育所があるが、外国人園児の 比 率はそ の 園によ っ

て異なる。外国人園児が多い園 と少ない 園で は、

そこ で行われて い る保育の 内容や、それを受け止

める子 どもや親の意識が異なるの ではない か と考

えられ る。そ こ で、外国人比率が低い 3園 （A、B、

F。以下 「外国人少園」） と、外国人比率が高い 3

園 （C、 D、
　 E。 以下 「外 国人多園」） とを比較して

みた 。 そ の 結果、先にみた保護者の 意識につ い て

は違い が見 られ なか っ たが、保 育の 内容や 保育士

の意識 には違い が見 られた 。

　例えば外国入園児に対し何 らか の 配慮を して い

る保育士 は 、「少園」 で は 3割程度で あ る が、「多

園」 で は 7割近い 。 配布物を外国語に翻訳して い

る と答える者も、「少園」 で 6 割強な の に対し 「多

園」 で は 9 割近くとな っ て い る。さらに保育士 の

意識につ い て み る と、外国人園児も保育所で は 日

本語を使 うべ きで あると考えて い る保育士は、「少

園」 で 4 割に満たない の に対し、「多園」 で は 6

割近 くに達 して い る。外国人 園児が入園する こ と

に対 し、「余 り望まし くない 」 「望まし くない 」 と

答える保育士 の 割合も 、
「少園」で は 1割 を超え る

程度に過ぎない が、「多園」 では 4割近 く 「少園」

の 3 倍以上 の 割合になっ て い る。 こ の よ うに外国

人園児の 比率に よっ て保育における内容や保育士

の意識 に違い が見られ るの で ある。ただ し、園ご

との 差が、全て 外 国人園児の 比率に還元 され るわ

けで はない。次に、こ の 点を検討し て み よ う。

6． 各園を巡 る変化

　先に園児の 比率 の 違 い が、外国人園児の受け入

れ の 意識に関連 して い る こ とを示 した 。 だが、こ

の 中身をよ り詳細にみてみる と、外国人園児の入

園に否定的な意見を持つ 保育士 18人 の うち、実に

11人まで もが E 園の保育士 で あ っ た。
一

方で 、同

じく外国人園児比率が 2割前後で ある C 園と D 園

で は 、受け入 れ に 否定的な保育土 はそれ ぞれ 1 人

ずっ しか い ない 。こ の よ うな違い は、
一

体何に由

来する のだろ うか。受け入れに否定的な保育者が

多い E 園は 、
2001年 に も調査を行 っ て い るが

、 そ

の 時は外国人園児 の 受け入れ に非常に好意的であ

っ た。そ こ で、この 差異を次 の 3 つ の 側面 を中心

に考察してみた い
。

  　保育の 方 法

　外国人園児比率が最も高く、受け入れに否定的

な E 園と、外国人園児が 2割を超えて い なが ら肯

定的な意見を示 して い る D 園との保育の違い は、

園児たちへ の 言葉がけに表れて い る。D 園で は 8

割を超える保育士が保育の場面で 園児の 国の言葉

を使用する こ とがある と答えて い るの に対 し、E

園でそ の よ うなこ とを して い る の はわずかに 1名

である。また、外国人園児は母語を覚える必要が

あると考える保育士は D 園で 6 割近くに達するの

に対 し 、 E 園では 2 割程度に留 ま っ て い る。 郷に

入 っ て は郷に従え とい うの が E園の 保育士 たちの

基本的なス タ ン ス で あ り、
こ れ は 2001 年 の 調査で

も見られ た傾向で ある。 ただ し保 育士 たちは最初

か らそ う考えたわ けではない 。外国人園児を受け

入れ始 めた当初は、保育の方法 で試行錯誤 を繰り

返 し、そ の結果 、 従来の 日本式 の や り方 で も十分

に対応 で きる と認識した とい う経緯があ る。

  園を取 り巻く環境

　先の よ うに見れば、現在の E 園は外国人に配慮

して い ない よ うな印象を受ける。しか し決 して外

国人 へ の配慮が ない わけで は ない 。そ の こ とを示

すよい例 として入園の しお りがある。これは保育

園の 方針や保育時間、園生活で の ル
ー

ル などを丁

寧に説明 し た もの で 、ほ ぼ全て の文章に ポル トガ

ル 語 の 訳が付けられて い る。入園の しお りをこ の

よ うに翻訳 して い るの は 6 園 の 中で もE 園だけで

ある。 さらに 、
「園だよ り」もポル トガ ル 語に翻訳

した もの を定期的に出 してい る 。
こ の よ うなブラ

ジル 人保護者に配慮 したプリン トな どは、各園の

自己努力によ っ て なされて い る 。 翻訳 して い る人

をみてみる と、公 立保育所で は役場が、D 園、　 F

園で は保育士 が、それぞれ大 きな役割を担っ て い
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た 。 だが、E 園では、翻訳作業は保護者だけに完

全にゅだね られ て い た 。 2001 年 の 調査時には 、
E

園で も卒園児 の 母 親な どがボ ラン テ ィ アで 翻訳を

して くれ て い た。つ ま り園の 外部に も、E 園を支

え る人たちが い たわけで ある。 しか し現在で はそ

の ようなボ ラン テ ィア は い ない 状況になっ て い る 。

　E 園を巡る環境の変化は これだけで はな い。外

国人保護者の 日本語能力 に注目 して みよ う。外国

人保護 者に、普段家庭で 子どもと何語で話 して い

るか を聞い て みる と、「日本語 と母国語が同じくら

い 」 と答えた保護者が、E 園で は父親の 6 割、母

親の 4 割弱 となっ てお り、「日本語で話すこ とが多

い 」者はい ない 。こ の数 芋は、他の 園と比較する

と決し て低い もの ではない
。 だ が

、
4 年前の 調査

では母親の ほぼ半数が 日本語 と母国語 で話 してお

り、それ と比 べ てみる と、E 園の 保護者の 日本語

能力は低下 して い る とい えるだろ う。

  保育士 の経験年数

　最後に挙げられ る要因は、保育士 の経験年数で

ある。E 園の 保育士 の平均年齢は 3L5 歳、保育士

として働 く通算年数は 7．・6 年で 、い ずれ も F 園

（27．2歳、6，7年）に次ぐ 2番 目の若さ、少なさ

である。保育士 として の キ ャ リアが 5 年以下の者

も 4 割程度お り、「多園」 である C 園の 3割半ば、

D 園の 2 割未満よ り多 くなっ て い る。逆にキ ャ リ

アが 20 年を超えるベ テラ ン は 、 E 園は 0 である 。

こ の よ うに、相対的に も絶対的にも若さの 目立つ

E 園で は、こ れ まで の 実践が蓄積 しにくく、そ の

ため従来問題 な く解決 できた こ とに対しても 、 上

手く対応 で きない とい うこ とが生 じて い る可能性

が指摘で きる。

　 こ の よ うに、E 園で は外国人保護者の 日本語能

力が以前よ り低下 し て い る
一

方で 、日本語能力の

低い保護者をサポートする体制 も段 々 と失われて

きて い る とい える。日本式の 保育を続けて い る中

で 、徐々 に外国人保護者 との コ ミュ ニ ケ
ーシ ョ ン

が とりづ らくなっ てい るの が 、 E 園 の 現状である

とい えるか もしれ ない 。もちろん、外国人保護者

の 日本語能力 の 低下とい う状況は 、 地域の 住民調

査などか らも指摘されてお り、他の 園に もい える

可能陸は高い
。 だが、公立保育所は役場との 関係

に よっ て 、私立 で も D 園、F 園は、保育士 の言語

能力の 高さによ っ て 、外国人保護者 との コ ミ ュ ニ

ケ
ー

シ ョ ン を補っ て い る と考えられ る。そ し て、

その どちらの補助も受けられない E 園にお い て、

外国人園児受け入れに関する歪が よ り大きく出て

きて い る と考えられるだ ろ う。

7．ま とめ

　以上、大泉町 の 外国人園児を巡 る保育 の 現状を、

保育士 と 、 日本人 、 外 国人の 両保護者を対象に行

っ た調査か らみてきた 。

　大泉町 の 保育所における外国人園児受け入れ の

問題を保護者 の 視点か らみて みると、外国人園児

の入園を好意的に捉え、さらに我が子 へ の保育に

も満足 し て い る様子が伺えた。こ の こ とは、外国

人労働者を巡る状況が厳 し くなる中で 、保育所が

相互理解の場になる可能性を示唆 して い る。し か

もそれは保育士 た ちの 、惜 しみない努力 と工 夫に

よっ て支えられて い る と言っ ても過言ではない。

　だが同じように外国人児童が多い とい う共通す

る条件で も 、 保育士 の 中には 、 外国人児童へ の 保

育に困難を感 じ 、 受け入れ に否定的な意識も見 ら

れ た 。 そ してそ の 意識は、保育の 競 去や保育士 の

ス キル
、 ま してや努力不足 な どとい っ た固定され

た要因で はな く、園児や保護者の 状況 ， 保育士 の

経験や 関わ り方 、さらには外部の サ ポ
ー

トな ど

様 々 な条件が重なり合い成立 して い る の で ある。

　これらの知見か ら言え るこ とは、外国人保育を

巡る問題点は、何か
一

つ の理想的なや り方で解決

できるような単純なもの ではない とい うこ とであ

る。日々 変わっ て い くそれぞれの状況を適確に把

握 し、それに応 じ て自分たちの や り方も変化させ

て い くこ とが肝要な の ではない だろ うか 。
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